
























































Comparison of the Evaluation of Facility Training and Trainees’ Self-Evaluation:










































































































 ３普通 ４良い ５非常に良い 
今回の実習で努力がみられた点、又今後の
課題等できるだけ具体的にご記入下さい 



















































































































































































































評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.5 ＞(0.4) 3.1 
コミュニケーション 3.6 ＞(0.5) 3.1 
技術 3.3 ＞(0.6) 2.7 
実習記録 3.2 ＞(0.2) 3 
チームワーク 3.4 ＞(0.6) 2.8 
平均 3.4 ＞(0.5) 2.9 
評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.4 ＜(0.2) 3.6 
コミュニケーション 3.5 ＞(0.4) 3.1 
技術 3.3 ＞(0.3) 3 
実習記録 3.4 ＞(0.2) 3.2 
チームワーク 3.5 ＞(0.4) 3.1 






















































評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.5 ＞(0.4) 3.1 
コミュニケーション 3.6 ＞(0.5) 3.1 
技術 3.3 ＞(0.6) 2.7 
実習記録 3.2 ＞(0.2) 3 
チームワーク 3.4 ＞(0.6) 2.8 
平均 3.4 ＞(0.5) 2.9 
評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.4 ＜(0.2) 3.6 
コミュニケーション 3.5 ＞(0.4) 3.1 
技術 3.3 ＞(0.3) 3 
実習記録 3.4 ＞(0.2) 3.2 
チームワーク 3.5 ＞(0.4) 3.1 













評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.5 ＞(0.4) 3.1 
コミュニケーション 3.6 (0.5) 3.1 
技術 3.3 (0.6) 2.7 
実習記録 3.2 ＞(0.2) 3 
チームワーク 3.4 ＞(0.6) 2.8 
平均 3.4 ＞(0.5) 2.9 
評価項目 施設評価 差 自己評価
実習態度 3.4 ＜(0.2) 3.6 
コミュニケーション 3.5 ＞(0.4) 3.1 
技術 3.3 ＞(0.3) 3 
実習記録 3.4 ＞(0.2) 3.2 
チームワーク 3.5 ＞(0.4) 3.1 
平均 3.4 ＞(0.2) 3.2 
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える。
　実習評価表の様式については、介護福祉実習指導マ
ニュアルでは平成９年度版介護福祉実習指導マニュア
ルから平成13年度版に改訂されたが、本学専攻科では
開設当初より同じ実習評価表を用いている。また、「資
質」・「総合評価」の項目への未記入があったことから、
今後この２つの項目についてはマニュアルに準じなが
ら変更を検討していきたい。
　更に、施設実習指導者が、戸惑うことなく実習評価
の記入ができる評価方法や様式について今後、実習指
導者と意見交換を行い検討していきたい。
　多くの学生は、実習に対して不安と期待を抱きなが
ら実習期間を過ごす。自らの実習を振り返ることによ
り、実習を重ねるごとに不安を自信に変え、介護福祉
士を目指すための期待感を継続していけるよう、実習
評価表を有効に活用していきたい。
引用・参考文献
ⅰ松岡緑他「臨床実習評価が学生の実習意欲に及ぼす
影響」『第22回看護教育学会集録集　看護教育』、日
本看護協会出版会、1991年、ｐ70
ⅱ工藤雄行、山口かおる「本学における介護実習評価
メントについては16名（80%）が「参考にしたい」と
答えるが、「少しは参考にする」が２名（10%）、未記
入が２名（10%）あった。たとえ評価者により評価基
準が一定していなくとも、コメントは評価者の意図が
素直に受け入れられるよう、フィードバックでは細心
の注意を払うように心掛けているが、「少しは参考に
する」・未記入の回答があることから更に注意深く個
別指導を行う必要性がある。
　また、自由記述より、「良い悪いに関わらずしっか
り書いてあったらちゃんと見てくれていたのだと嬉し
く思う」「全然コメントが無いと嫌な気分」「一言でも
良いのでコメントは欲しい」とあることから、コメン
トは学生にとって、重要な関心事項であることが確認
された。
まとめ（今後の課題）
　指導者と学生間の評価の差異が生じた際には、特に
指導者の記述した所感の内容について、学生の自己理
解を深め、次回に続く実習への意欲につなげられるよ
うなフィードバックを行うよう努めていきたい。指導
者の評価の意図を汲み取るためにも、指導者と教員の
コミュニケーションも更に深めていく必要があると考
表３．実習評価表に関するアンケート調査項目
１．実習中に施設からの実習評価のことが気になりますか
　　（とても気になる・少し気になる・どちらでもない・気にならない）
２．実習後、施設からの実習評価の結果についてどのように感じますか。該当する項目に○をつけて下さい。
　　複数回答でもよい。（見るのが怖い・見るのが少し怖い・見るのが楽しみ・みるのがとても楽しみ・ど
ちらでもない）
３．施設からの実習評価が、自分が思ったよりも高かった場合はどのように感じますか。
　　（とても嬉しい・嬉しい・嬉しくない・どちらでもない）
４．施設からの実習評価のコメントの内容について
　　（今後の参考にしたい・少しは参考にする・あまり参考にしない・どちらでもない）
５．専攻科の介護実習の中で、実習評価で嬉しく思ったことがあればその内容を具体的に教えてください。
６．専攻科の介護実習の中で、実習評価で嫌な気分になったことがあればその内容を具体的に教えてくださ
い。
７．実習評価についての要望や意見があれば自由に記述してください。
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